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Statistical Observation of Crowns and Bridges in Matsumoto Dental College in 1974
ATSUSHI NAGATA KYOHKO MISAWA MASAHIDE TOMATSURI HARUHISA ITOH
KIYOHIKO IWASAKI YOSHIKAZU ISHIHARA MINORU OHNO SATOSHI KOYAMA
KUMIKO TAKAHASHI TAKUICHIROH OSHIKAWA and MITSUHARU AMARI
　　　　　　　　　Z）ePartment（ゾ、Prosthodontics　II，　MatSu〃20to」De刎’al　College
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Chiefご」PrOf　M．ノlmari）
Summary
　　　Astudy　was　made　of　223　crowns　and　48　bridges　which　had　been　fabricated　for　116
patients　at　the　Prosthetic　Clinic　of　Matsumoto　Dental　College　from　January　through
December　1974．
　　　The　results　obtained　were　as　follows：
　　　1）Of　patients，54．31％were　males　and　45．69％were　females．
　　　2）88，80％of　the　patients　were　between　20　and　59　years　old．
　　　3）Crowns　for　the　upper　abutment　teeth　were　more　in　number　than　the　lower
　　　　　　abutment　teeth．
　　　4）Of　crowns，55．36％were　fabricated　as　full　cast　crowns；and
　　　5）24．46％were　fabricated　for　vital　teeth．
　　　　　オ　　　6）Of　bridges，64．31％were　fabricated　as　three－unit　bridges；and
　　　7）70．83％were　fabricated　as　one－pontic　bridges．
　　　8）Bridge　retainers　for　the　lower　anterior　segment　were　fewer　in　number　than　for　the
　　　　　　other　segments．
　　　9）Of　bridge　retainers，68．52％were　fabricated　as　full　cast　crowns；and
　　　10）56．48％were　fabricated　for　vital　teeth．
　　　11）Of　pontics，45．16％were　replaced　for　the　lower　molar　segment．
（1985年5月17日受理）
緒 言
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　補綴物についての統計的観察は，従来より種々
報告されている1－－7・8－－13」4－－17）．それらによって，補
綴物の種類や製作頻度が常に補綴学の進歩，使用
器材の発達，あるいは，その時代の経済的背景な
どの影響を受けていることが分り，極めて興味深
いものがある．
　そこで私たちも松本歯科大学病院補綴科におけ
る冠・架工義歯補綴物の経年的装着頻度の推移を
知り，将来を展望するための基礎的資料とするた
めに，昭和48年9月開院当初からの一連の経年的
統計的観察を行なうことにした．
　今回は，まず昭和49年1月から同年12月に至る
までの1か年間の調査を行ない，一応の結果を得
たので報告する．
調査資料および項目
　昭和49年1月より同年12月に至る1か年間に松
本歯科大学病院補綴診療科で製作，装着した単独
冠および架工義歯を調査の対象とした．
　調査には，病院歯科診療録，補綴科院内カルテ，
および材料支給伝票を資料として用い，以下の項
目について調査した．
A．患老総数と地域別患者数
　地域別患者数は，大学病院の所在する塩尻市内
と，これを除く長野県内および長野県外在住者に
区分して調査した．
B．性別および年代別患者数
　患者の男女別人数を調べると同時に，年令を20
才代未満，20才代，30才代，40才代，50才代，60
才代，70才代および80才以上の8とうりの年代に
区分し，その患者数および両者の関係を調査した．
C．単独冠および架工義歯の装着総数
　装着物を単独冠および架工義歯に分け，その総
数を調べた．
D．単独冠について
　1．年代別装着数
　　前記B項の年令区分によって調査した．
　2．性別装着数
　3．部位別装着数
　　装着部位を顎別（上，下）および歯群別（前
　歯部，小臼歯部，大臼歯部）に分けて調査した．
　また同時に年代別装着数との関係も調べた．
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　4．支台歯の生，失活歯別装着数
　　支台歯を生活歯と失活歯に区分し，調査する
　とともに，年代別および部位別装着数との関係
　を調べた．
　5．種類別装着数
　　単独冠の種類を全部鋳造冠，前装冠（既製陶
　歯前装冠，陶材溶着鋳造冠およびレジン前装冠
　の3種），ジャケット冠（陶材およびレジンジャ
　ケット冠の2種），アタッチドタイプ合釘継続歯
　（以下継続歯と略す），および一部被覆冠に分類
　して，その装着数を調べると同時に，年代別，
　性別および部位別装着数との関係を調査した．
　6．支台築造数
　　支台築造体を鋳造コアー，アマルガムコアー，
　レジンコアー，セメントコアーに分類し，その
　数を調査すると同時に，築造部位および単独冠
　の種類別築造数との関係を調べた．
E．架工義歯について
　1．年代別装着数
　　前記B項の年令区分に準じて，調査した．
　2．性別装着数
　3．ユニット数別装着数
　　架工義歯をユニット数別に区分し，その数を
　調査した．また同時に年代別装着数との関係に
　ついても調べた．
　4．架工歯数別装着数
　　架工義歯を架工歯数別に分類し，その数を調
　べるとともに年代別装着数との関係について調
　査した．
F．架工義歯の支台装置について
　前記D項の単独冠の調査事項1～6について，
性別装着数と年代別装着数との関係を除くすべて
の調査を行なった．
G．架工歯について
　1．年代別装着数
　　前記したB項の年令区分に準じて調査した．
　2．部位別装着数
　　前記したD項の3に準じて調査した．
調査成績および考察
A．患者総数と地域別患者数
　単独冠または架工義歯を装着した患者総数は
116名で，そのうち73名（62．93％）が松本歯科大
学病院所在地の塩尻市内在住者であった（表1）．
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患者総数のほぼ4割が塩尻市外在住者であった
が，これは塩尻市に隣接する松本市および岡谷市
などが病院所在地からそれぞれ10～15kmと比較
的近くに位置していることが一因となっているも
のと思われる．
B．性別および年代別患者数
　表2に示すように総患者数116名中，63名
（54．31％）が男で，残りの53名が女（45．69％）
であった．
　また年代別では男は40才代の18名（15．52％）が
最も多く，80才代以上の患者はみられなかった．
女は20才代が20名（17．24％）と最も多くを数えた．
男女全体でみると，20才代が最も多く，次いで30
才代，40才代，50才代の順となり，これらを合計
すると103名を数え，全体の88．79％を占めた．
　厚生省のまとめた昭和50年の“歯科疾患実態調
査報告tt14）によると，20才から59才までの有う歯者
数は有う歯者総数の65％強を占め，さらに，20才
から49才までの一人平均喪失歯数が0．86～7．88歯
であったと報告されている．このことを冠・架工
義歯補綴物の目的が歯冠部実質欠損や少数歯歯牙
欠損により生じた審美的，機能的失調の回復にあ
ることと考え合せると，本調査で20才代～50才代
までの患者数が多く，なかでも20才代～40才代が
上位を占めたことは理解できる成績であった．
C．単独冠および架工義歯の装着総数
　単独冠の装着総数は計233個，また架工義歯は計
48装置であった．小森ら11）による昭和48年1か年
間における本調査と同様の方法による大阪歯科大
学での成績（単独冠2907個，架工義歯614装置）に
比べると著しく少数であるが，これは本調査が開
院後2年目であったことや，大学所在地付近の人
口差などによるところが大きいものと思われる．
D．単独冠について
　1．年代別装着数
　　表3に示すように，最も多く装着された年代
　は40才代で56個を数え，全体の24．03％を占め
　た．以下20才代，30才代，50才代の順に減少し，
　70才代では1個を数えるのみであった．昭和50
　年の歯科疾患実態調査14）でも，処置した金属冠
　数は40才代が最も多く，全体の31．19％を占めて
　いたことが報告されている．また20才代から50
　才代までの間に装着された数は，合計で203個を
　数え全体の87．12％を占めた．これは，小森ら“）
の86．95％，入野ら3）の88，6％，天野ら1）の96％と
比べると装着総数に対して大半を占めていると
いう点で同様の傾向を示している．笹本ら17）が
う蝕罹患者数等について調査し，20才代～50才
代の年代が他の年代よりも高率であったとして
いることからも，これらの年代に冠が集中して
装着されていたことは当然といえる．
2．性別装着数
　単独冠総数233個のうち，男に装着されたもの
は136個（58．37％）で，女の97個（41．63％）よ
りも約16％多かった（表7）．
　これは小森らll）による大阪歯科大学での約
3．5倍，入野ら3）による東北大学，岸ら9）による愛
知学院，中島ら16）による岩手医大のそれぞれ約
2倍男より女のほうが多いとする報告に比べる
と大きく異なる成績ではある。これは装着総数
が少なく単純に比較しにくいことにもよるが松
本歯科大学の所在地（塩尻市）が農業地域を近
辺に持ち，男でも比較的，昼間の自由時間が得
やすいことも一因していると考えられる．
3．部位別装着数
　表3に示すごとく，上顎歯の装着数は145個
（62．23％）で，下顎歯の88個（33．77％）より
も約25％多かった．この成績は，河原ら5・6）の約
11％，小森ら11｝，天野ら1）の約20％，入野ら3）の
約23％と同様の傾向であった．また歯群別にみ
ると，上顎では，前歯部が85個（36．48％）で最
も多く，小臼歯部では34個（14．59％）を数え，
大臼歯部の26個（11．16％）と大差なかった．下
顎では，小臼歯部の44個（18．88％）および大臼
歯部の31個（13．30％）は上顎両臼歯部と大差の
ない装着数であったが，前歯部は著しく少なく，
13個（5．58％）を数えるのみであった．下顎前
歯部の装着数が少ないのは，竹内18）による下顎
前歯部のう蝕率が上顎前歯部のう蝕率よりも少
ないとする著述を裏付けている成績であると解
釈したい．
　さらに部位別装着数と年代別装着数の関係を
みると装着のなかった80才代と，下顎にのみ1
個装着されている70才代および下顎で最も多い
50才代を除いて，いずれも上顎歯のほうが，下
顎歯より顎別装着数は多かった．
　これは，入野ら3），岸ら9｝，小森ら11〕たちの成
績と同様の傾向を示すものであった．
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4．支台歯の生，失活歯別装着数
　表4および表5に示すごとく，生活歯を支台
歯とするものは57歯（24．46％）で，失活歯の176
歯（75．54％）に対して，ほぼ1／3を数えるのみ
であった．また年代別にみた装着数との関係（表
4）から検討しても，すべての年代で失活歯の
ほうが多く，さらに部位別（表5）にみた生，
表1：地域別患者数
地　　　域 患 者 数
塩　尻　市　内
ｷ　野　県　内
i除塩尻市内）
ｷ　野　県　外
73
i62．93）
S1
i35．34）@2
i1．72）
計
116
i100．00）
（）％
73
失活歯別装着数を検討しても，同様にすべての
部位で失活歯を支台歯とするほうが多かった．
　このように失活歯が生活歯よりもはるかに多
いのは，歯内療法の発達によることもあるが，
調査対象が大学病院であるため，生活歯を支台
歯とする被覆冠の一部が保存科において修復治
療されていることでもあり，勢い歯冠部に実質
欠損の大きい失活歯支台歯数の頻度が多くなっ
たものと考えられる．一方，同様に大学病院と
いう条件下での調査による小森ら11），入野ら3）
たちの報告でも，約5倍，約2倍とそれぞれ失
活歯のほうが生活歯よりも多かったとしてお
り，その傾向は帰一している．
5．単独冠の種類別装着数
表6～表8に示すように，単独冠のなかで最
も多かったのは全部鋳造冠で，装着数は129個
（55．36％）であった．以下陶材溶着鋳造冠33個
表2：性別および年代別患者数
性
年 代 20才未満 20才代 30才代40才代 50才代 60才代 70才代80才以上 計
男　　女 　3
i2．59）
@3
i2．59）
　12
i10．34）
@20
i17．24）
　15
i12．93）
@14
i12．07）
　18
i15．52）
@7i6．03）
　8i6．90）
@9i7．76）
　7
i6．03） 　63i54．31）
@53
i45．69）
計 　6i5。17） 　32i27．59）　29i25．00）　25i21．55）　17i14．66）　7i6．03） 　116i100．00）
（　）％
表3：単独冠の年代別および部位別装着数
部位 旦 幽 8－66－8旦 薔 誠 8－66－8再 轟年代
20才未満
Q0才代
R0才代
S0才代
T0才代
U0才代
V0才代
W0才以上
　　9
i3．86）
@　24
i10．30）
@　12
i5．15）
@　23
i9．87）
@　10
i4．29）
@　7
i3．00）
　　6
i2．58）
@　11
i4．72）
@　7
i3．00）
@　7
i3．00）
@　3
i1．29）
　　7
i3．00）
@　3
i1。29）
@10
i4．29）
@　5
i2．15）
@　1
i0．43）
　　9
i3．86）
@　37
i15．88）
@　26
i11．16）
@　40
i17．17）
@　22
i9．44）
@　11
i4．72）
　　2
i0．86）
@　1
i0．43）
@　6
i2．58）
@　4
i1．72）
　　1
i0．43）
@　8
i3．43）
@　9
i3．86）
@　10
i4．29）
@　12
i5．15）
@　3
i1．29）
@　1
i0．43）
　　7
i3．00）
@　11
i4．72）
@　5
i2．15）
@　7
i3．00）
@　1
i0．43）
　　1
i0．43）
@　15
i6．44）
@　22
i9．44）
@　16
i6．87）
@　25
i10．73）
@　8
i3．43）
@　1
i0．43）
　　10
i4．29）
@　52
i22．32）
@　48
i20．60）
@　56
i24．03）
@　47
i20．17）
@　19
i8．15）
@　1
i0．43）
計 　　85
i36．48）
　　34
i14、59）
　　26
i11．16）
　　145
i62．23）
　　13
i5．58）
　　44
i18．88）
　　31
i13．30）
　　88
i37．77）
　　233
i100．00）
（）％
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（14．16％），継続歯31個（13．30％），一部被覆
冠16個（6．87％），レジソジャケット冠11個
（4．72％），既製陶歯前装冠7個（3．00％），硬
質レジン前装冠5個（2．15％）と続き，ポーセ
レンジャケット冠は1個（0．43％）で最も少な
かった．
　前装冠のなかでは，陶材溶着鋳造冠が，また
ジャケット冠ではレジンジャケット冠が，それ
ぞれ他の種類よりも圧倒的に多数を占めた．
　また年代別装着数との関係（表6）をみると，
表4　単独冠支台歯の生・失活歯別および年代別装着数
　　年
x台歯の状態
代
20才未満 20才代 30才代 40才代 50才代60才代 70才代 80才以上　　計
生　活
ｸ　活
歯歯
　10
i4．29）
　15
i6．44）
@37
i15．88）
　11
i4．72）
@37
i15．88）
　18
i7．73）
@38
i16．31）
　9i3．86）
@38
i16．31）
　4
i1．72）
@15
i6．44）
　1
i0．43）
　57i24．46）
@176
i75．54）
計 　10i4．29）
　52
i22．32）
　48
i20，60）
　56
i24．03）
　47
i20．17）
　19
i8．15）
　1
i0．43）
　233
i100．00）
（　）％
表5　単独冠支台歯の生・失活歯別および部位別装着数
部位
支台歯 旦 辿Σ　8－66－8旦 齋 蹄 8－66－8齋 鵠の状態
生　活　歯
ｸ　活　歯
　　22
i9．44）
@　63
i27．04）
　　2　　　　12
i0．86）　（5．15）
@　32　　　　14
i13．73）　（6．01）
　　36
i15．45）
@　109
i46．78）
　　3
i1．29）
@　10
i4．29）
　　12
i5．15）
@　32
i13．73）
　　6
i2．58）
@　25
i10．73）
　　21
i9．01）
@　67
i28．76）
　　57
i24．46）
@　176
i75．54）
計
　　85
i36．48）
　　34　　　　26
i14．59）　（11．16）
　　145
i62．23）
　　13
i5．58）
　　44
i18、88）
　　31
i13、30）
　　88
i37、77）
　　233
i100、00）
（）％
表6　単独冠の種類別および年代別装着数
　　年代
增@類 20才未満 20才代30才代 40才代 50才代 60才代 70才代
80才以上 計
全部鋳造冠 　1i0．43） 　25i10．73）　34i14，59）　32i13．73）　31i13．30）　6i2．58） （
129
T5，36）
前　装　冠 　9i3．86） 　20i8．58）　6i2．58）　3i1．29）　2i0．86） 　5i2．15） （
45
P9．31）
既製陶歯 4 3 7
前装冠 （1．72） （1．29） （ 3．00）
5 5
レジン前装冠 （2ユ5） （ 2，15）
陶材溶着 4 16 3 3 2 5 33
鋳造冠 （1．72） （6．87） （1．29） （1．29） （0．86）（2．15） （ 14．16）
ジャケット冠 　3i1．29）　1i0．43）　6i2．58）　2i0．86） （
12
T．15）
レジン 3 6 2 11
シャケット冠 （1．29） （2．58） （0．86） （ 4．72）
ポーセレン 1 1
ジャケット冠 （0．43） （ 0．43）
継　続　歯 　2i0．86）　7i3．00）　11i4．72）　6i2．58） 　5i2．15） （
31
P3．30）
一部被覆冠 　2i0．86） 　4i1．72）　6i2．58） 　3i1．29） 　1i0．43） （
16
U．87）
計 　10i4．29）
　52
i22．32）
　48
i20．60）
　56
i24．03）
　47
i20．17）
　19
i8．15）
　1
i0．43）
　233
i100．00）
（　）％
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20才代から60才代までは，いずれの年代でも全
部鋳造冠が最も多かった．そして，陶材溶着鋳
造冠は，20才代で最も多く装着されていた．
　次に部位別装着数との関係（表8）をみると，
臼歯部では，上，下顎ともに全部鋳造冠が最も
多く，歯群別装着数の最も多い上顎前歯部では，
85個中31個（13．30％）が陶材溶着鋳造冠で最多
であった．
　また性別装着数との関係（表7）をみると，
男女ともに全部鋳造冠が最も多く，次いで，陶
材溶着鋳造冠，継続歯の両者が他に比べて比較
的多く装着されていた．
　以上のように，大臼歯部では全部鋳造冠が，
年令，性別，部位を問わず最も多くを数え，こ
れは小森ら11），入野ら3），河原ら5・6）の報告と同様
であったが，継続歯が本調査では31個（13．30％）
と陶材溶着鋳造冠33個（14．16％）とほぼ同数装
着されていたことは，小森らの0．52％，入野ら
の2．2％に比べて，調査年が相前後していること
から考えると，極めて特徴的な結果であるとい
える．
表7　単独冠の種類別および性別装着数
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既製陶歯前装
冠
　73　　　　56　　　　　129
（31．33）　　　（24．03）　　　　（55．36）
　24　　　　21　　　　　45
（10．30）　　　（9．01）　　　　（19．31）
　　　　　　　　　　　　（2．15）
陶材溶着鋳造　　　21　　　　12
冠（9．01）（5．15）
レジン
ジャケット冠
ボーセレン
ジャケット冠　（0．43）
　　　　　　　　18　　　　13
　　　　　　　（7．73）　　　　（5．58）
　　　　　　　　12
　　　　　　　（5．15）
　136　　　　97
（58．37）　　　（41．63）
（2．15）
　33
（14．16）
　12
（5、15）
　11
（4．72）
（0，43）
　31
（13．30）
　16
（6．87）
（）％
表8　単独冠の種類別および部位別装着数
　既製陶歯
　　前装冠
　レジン
　　前装冠
　陶材溶着
　　鋳造冠
ジャケット
冠
　レ　ジ
　ジャケッ
　　　ト冠
　ポーセレ
　ン　ジ
　ケット冠
一3E3－－54145一
　43
（18．45）
（2．15）
　31
（13．30）
　10
（4．29）
　24
（10．30）
　32
（13．73）
一8，L8－’9　FGi－－54T45’
　58
（24．89）
　44
（18．88）
（2．15）
　32
（13．73）
　10
（4．29）
　24
（10．30）
　40　　　　31
（17．17）　（13．30）
一9・F9一
　45
（19．31）
（2．15）
　33
（14．16）
　12
（5．15）
　11
（4．72）
　31
（13．30）
　16
（6．87）
　85　　　　　34　　　　　　　26　　　　　　145　　　　　13　　　　　44　　　　　　　31　　　　　　　88　　　　　233
（36．48）　（14．59）　　　（11．16）　　　（62．23）　（5．58）　（18．88）　　　（13．30）　　　（37．77）（100．00）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）％
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5．支台築造数
　支台築造は計145歯について施され（表9，
10），そのうちキャストコアーが122個と全体の
84．14％を占め，最も多く，レジンコアーは用い
られていなかった．
　また築造部位との関係（表9）をみると，築
造数の少ない下顎前歯部の計3個（2．01％）を
除くと，すべての歯群でキャストコアーが他の
種類よりも著しく多かった．
　一方，単独冠の種類との関係をみても（表10），
装着数の多い全部鋳造冠や前装冠に施された築
造体は，いずれもキャストコアーが大部分を占
めていた．
　キャストコアーが支台築造体の大半を占める
結果を得たが，これは入野ら3）の2995個中の
2712個（90．55％）が白金加金，14K金合金，金
銀パラジウム合金と銀合金によるものであった
　という報告と結果を一にするものである．
E．架工義歯について
　1．年代別装着数
　　表11に示すように，20才代から50才代までの
間に，約92％を数え，60才代以上はみられなかっ
　た．20才代から50才代までの装着数について小
森ら13｝は90．71％，入野ら3｝は94．3％，中嶋ら16｝は
85．73％，河原ら5・7〕は96．5％であったことをそ
　れぞれ報告している．これは先に述べたように
　20才代から40才代までの1人当りの平均喪失数
が0．86～7．88歯14）と比較的少数であることか
　ら，少数歯欠損補綴物として架工義歯が多用さ
れたことはうなづける結果である．
　2．性別装着数
　　装着数48装置のうち，男に30装置（62．50％），
女に18装置（37．50％）と男が女の約1．7倍を数
　えた．岸ら9）の報告とは男女比がほぼ逆の結果
表9　単独冠支台築造体の種類別および部位別築造数
部位 旦 幽 8－66－8旦 齋 誠 8－66－8再 鵠種類
キ ヤス　ト 34 28 10 72 1 29 20 50 122
コアー （23．45） （19．31）（6．90） （49．66）（0．69） （20．00） （13．79）（34．48） （84．14）
アマルガム 1 1 2 2
コアー （0．69） （0．69） （1．38） （1．38）
レ ジ　ン
コアー
セ メ　ン　ト 5 4 4 13 2 2 4 8 21
コアー （3．45） （2．76） （2．76） （8．97） （1．38） （1．38） （2．76） （5．52）（14．48）
計
　　39
i26．90）
　　32
i22．07）
　　14
i9．66）
　　85
i58．62）
　　3
i2．07）
　　32
i22．07）
　　25
i17．24）
　　60
i41．39）
　　145
i100．00）
（）％
表10：単独冠支台築造体の種類別および単独冠の種類別築造数
単独冠の 全 前 ジ 継 一　　　　　種類
x台
z造体の
部鍾廻
装 既製前
ｩ装
㌔ン装 陶材鋳溶造
；： ちン㌘　ト ㌔㌘　ト
続
部被覆
計
種類 冠 冠 歯冠 冠 着冠 冠 冠 ン冠 歯 冠
キャストコアー
83 29 5 3 21 8 8 2 122
（57．24） （20．00）（3．45） （2．07）（14．48）（5．52） （5．52） （1．38）（84．14）
2 2
アマルガムコァー （L38） （1．38）
レジンコアー
16 2 2 1 1 2 21
セメントコアー （11．03）（1．38） （1．38） （0．69） （0．69） （1．38）（14．48）
計 　101i69、66）
　31
i21．38）
　5
i3．45）
　3
i2．07）
　23
i15．86）
　9
i6．21）
　9
i6．21）
　4
i2．76）
　145
i100．00）
（）％
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であったが，これは岸ら9）の調査では装着数が
425装置と多く，また調査地が名古屋市（愛知学
院）ということもあって一様には比較できない．
3．ユニツト数別装着数
　表11に示すように，装着した架工義歯は3，
4および5ユニットの3種で，3ユニットのも
のが31装置（64．58％）を数え，最も多く，20才
未満から50才代までのすべての年代にみられ
た．以下5ユニットの9装置（18．75％），4ユ
ニットの8装置（16．67％）の順であった．
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　最も多かった3ユニットの架工義歯は全体の
64．58％で，小森ら13｝の72．80％，岸ら9）の
68．7％，角田ら4）の73％よりもやや少ない割合
であったが傾向は同じであり，架工義歯の基本
型が1架工歯2支台装置の3ユニヅトであるこ
とを示していると解してよいであろう．
4．架工歯数別装着数
　計48装置のうち，表12に示すように34装置
（70．83％）は架工歯が1個のもので，残りはす
べて2個（29．17％）であった．
表11：架工義歯の年代別およびユニット数別装着数 表12　架工義歯の架工歯数および年代別装着数
　ユニット数
N代
3 4 5 計
20才未満 　4i8．33）
　4
i8．33）
20才代 　8i16．67）　4i8．33）　2i4．17）　14i29．17）
30才代 　10i20．83）
　1
i2．08）
　3
i6．25）
　14
i29．17）
40才代 　5i10．42）　1i2．08） 　6i12．50）
50才代 　4i8．33）
　2
i4．17）
　4
i8．33）
　10
i20．83）
60才代
70才代
80才以上
計 　31i64．58）
　8
i16．67）
　9
i18．75）
　48
i100．00）
（）％
　　　架工歯数
N代 1　　　2　　345計
20才未満 　4i8．33）
　4
i8．33）
20才代 　9　　　5i18．75）（10．42）
　14
i29．17）
30才代 　11　　　3i22．92）（6。25）
　14
i29．17）
40才代 　5　　　1i10．42）（2．08） 　6i12．50）
50才代 　5　　　5i10．42）（10．42）
　10
i20．83）
60才代
70才代
80才以上
計 　34　　　14i70．83）（29．17）
　48
i100．00）
（）％
表13：架工義歯支台装置の年代別および部位別装着数
部位 旦 坐 8－66－8旦 弔 命 8－66－8肝 轟年代
20才未満 　　2i1．85）
　　2
i1．85）
　　4
i3．70）
　　2
i1．85）
　　2
i1．85）
　　4
i3．70）
　　8
i7．41）
20才代
　　9
i8．33）
　　5
i4．63）
　　4
i3．70）
　　18
i16．67）
　　7
i6．48）
　　6
i5．56）
　　13
i12．04）
　　31
i28。70）
30才代
　　10
i9．26）
　　6
i5．56）
　　5
i4．63）
　　21
i19．44）
　　5
i4．63）
　　6
i5．56）
　　11
i10．19）
　　32
i29．63）
40才代
　　4
i3．70）
　　2
i1。85）
　　2
i1．85）
　　8
i7．41）
　　2
i1．85）
　　2
i1．85）
　　4
i3．70）
　　12
i11．11）
50才代
　　2
i1．85）
　　3
i2．78）
　　4
i3．70）
　　9
i8、33）
　　2
i1．85）
　　7
i6．48）
　　7
i6．48）
　　16
i14．81）
　　25
i23．15）
60才代
70才代 ・
80才以上
計 　　25i23．15）
　　18
i16．67）
　　17
i15．74）
　　60
i55．56）
　　2
i1．85）
　　23
i21．30）
　　23
i21．30）
　　48
i44．44）
　　108
i100．00）
（）％
78 長田他：昭和49年における冠・架工義歯補綴に関する統計的観察
　　また，装着年代との関係をみると架工歯1個
　のものは30才代が最も多く，20才未満の4装置
を除くと，架工歯が2個のものも含めて，すべ
て20才代から50才代に装着されていた．
　　小森ら13）の調査では架工歯数が3個以上のも
のも全体（614装置）のうちに2％強（13装置）
みたことを報告しているが，これは装着総数が
本調査と著しく異なるためで，小森ら13）の報告
でも，やはり架工歯が1ないし2個のものが
97．88％を占めていたことは全体として傾向を
一にするものであると考えられる。
F．架工義歯支台装置について
　1．年代別装着数
　架工義歯48装置の支台装置として用いられた
総数は表13に示すように，計108個を数え，最多
装着年代は30才代で，装着数は32個（29．63％）
　であった．以下20才代，50才，40才，20才未満
　の順に装着数は減少し，60才代以上では1例も
みられなかった．小森ら12）の昭和48年の報告を
みると40才代（30．41％）と30才代（29．56％）
　が最も多く，以下20才代，50才代となり，20才
代から50才代までに約91％を占め，傾向的には，
同じであったが，60才代以上にも計5．77％装着
　されていた．これも装着総数の差によるもので
　あろう．
　2．性別装着数
　表17に示すように，総数108個中の67個
　（62．04％）が男に，41個（37．96％）が女に装
着され，男が女の約1．6倍を数えた（表17）．こ
れは前出のG項の架工義歯の性別装着数とほぼ
比例するものである．
　3．部位別装着数
　表13に示すごとく，上顎に装着した個数は60
個（55．56％）で，下顎歯の48個（44．44％）に
比べ11％強多かった．
　　歯群別にみると，上顎では，前歯部が25個
　（23．15％）で最も多く，小臼歯部の18個
　（16．67％）と大臼歯部の17個（15．74％）は1
個の差をみたのみであった．また下顎でも両臼
歯部は共に23個（21．30％）と同数であった．し
　かし前歯部は2個（1．85％）と他の歯群に比べ
著しく少数であった．
　年代別装着数との関係（表13）をみると，上
下顎，各歯群ともに20才，30才および50才代に
おいて他の年代より若干多いものが大部分で，
なかでも20才代，50才代の下顎小，大臼歯部，
30才代の大臼歯部，30才代の上顎前歯部，小臼
歯部，20才代の上顎前歯部では，いずれも全体
に対して5％以上の装着率を示した．
　装着数が少ないので小森ら12），入野ら3），河原
ら7）などの成績と同一一eL比較することは難しい
が，各調査ともに全体に占める装着数が顎別に
大差なく，下顎両臼歯部が最も多数を占め，次
いで上顎前歯部，同臼歯部が多く，下顎前歯部
が極めて少ないことは共通し，本調査と傾向を
一にするものであった．
　この結果は，入野ら3）や小森ら12）の架工義歯
の欠損歯数や欠損部位の調査，あるいは菊地8）
の歯種別喪失率の調査で，第一大臼歯の場合は，
下顎のほうが上顎よりも約2．5倍も多いとする
報告などから一応は理解できる．
4．支台歯の生，失活歯別装着数
　表14および表15に示すごとく，生活歯の支台
歯数は61歯（56．48％），失活歯は47歯（43．52％）
で，13％ほど生活歯支台歯が失活歯支台歯より
も多かった．
　また装着年代との関係（表14）をみると，生，
失活歯支台歯ともに20才代，30才代の装着数が，
他の年代よりも多かった．また装着数の多い20
才代から40才代までは，いずれも生活歯が失活
歯よりも多数であった．
　次に，部位別装着数との関係（表15）をみる
と，上顎はすべての部位で生活歯のほうが失活
歯よりも支台歯数が多く，下顎では大臼歯部の
み失活歯支台歯が2歯ではあるが多かった．小
森ら12）も約7．4％生活歯のほうが失活歯よりも
多かったとしており，傾向を一にしている．
　また単独冠では失活歯が生活歯よりも，約3
倍多かったのに対し架工義歯支台歯では逆に僅
かでも生活歯が多かったのは，単独冠が実質欠
損の著しい歯冠補綴物を，主として治療対象と
しているのに対し，架工義歯では欠損補綴を対
象としていることによる差であると考えられ
る．
5．支台装置の種類別装着数
　表16～表18に示すように，最も多く装着され
た架工義歯支台装置は全部鋳造冠で，装着数は
74個を数え，全体の68．52％を占めた．以下，一
　　　　　　　　　　　　　　　　　松本歯学　11（1，2）
部被覆冠17個（15．74％），陶材溶着鋳造冠8個
（7．41％），硬質レジン前装冠4個（3．70％），
既製陶歯前装冠3個（2．78％），継続歯2個
（1．85％）の順となり，ジャケット冠2種はみ
られなかった．
　年代別装着数との関係（表16）をみると，す
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べての年代で，全部鋳造冠が最も多く装着され，
20才代から50才代のあいだに装着された全部鋳
造冠の総数は計66個を数えて総数の61．11％を
占めた．
　次に，性別との関係をみると表17に示すよう
に，男女を問わず，最も多く装着された支台装
表14：架工義歯支台装置の生・失活歯別および年代別装着数
　　　年
x台歯の状態
代
20才未満 20才代 30才代40才代 50才代 60才代 70才代 80才以上計
生　活
ｸ　活
歯歯 　4
i3．70）
@4
i3．70）
　19
i17．59）
@12
i11．11）
　19
i17．59）
@13
i12．04）
　7i6．48）
@5i4．63）
　12
i11．11）
@13
i12．04）
　61i56．48）
@47
i43．52）
計 　8i7．41） 　31i28．70）　32i29．63）　12i11．11）　25i23．15） 　108i100．00）
（　）％
表15　架工義歯支台装置の生・失活歯別および部位別装着数
部位
支台歯 旦 幽 8－66－8旦 齋 蹄 8－66－8再 轟の状態
生　活　歯
ｸ　活　歯
　　18
i16．67）
@　7
i6．48）
　　10
i9．26）
@　8
i7．41）
　　11
i10．19）
@　6
i5．56）
　　39
i36．11）
@　21
i19．44）
　　2
i1．85）
　　11
i10．19）
@　12
i11．11）
　　9
i8．33）
@　14
i12．96）
　　22
i20．37）
@　26
i24．07）
　　61
i56．48）
@　47
i43．52）
計
　　25
i23．15）
　　18
i16．67）
　　17
i15．74）
　　60
i55．56）
　　2
iL85）
　　23
i21．30）
　　23
i21．30）
　　48
i44．44）
　　108
i100．00）
（）％
表16：架工義歯支台装置の種類別および年代別装着数
　　　年　代
增@類 20才未満 20才代 30才代40才代 50才代 60才代 70才代80才以上 計
全部鋳造冠 　8i7．41） 　19i17．59）　20i18．51）　7i6．48）　20i18．51） （
74
U8．52）
前　装　冠 　7i6．48）　6i5．56）　2i1．85） （ 15P3．89）
既製陶歯 3 3
前装冠 （2．78） （ 2。78）
レジン前装冠 　4i3．70） （
43．70）
陶材溶着 4 2 2 8
鋳造冠 （3．70） （1．85） （1．85） （ 7．41）
ジャケット冠
レジン
ジャケット冠
ポーセレン
ジャケット冠
継　続　歯 　1i0．93）　1i0．93） （
21．85）
一部被覆冠 　5i4．63）　6i5．56）　2i1．85）　4i3．70） （
17
P5．74）
計 　8i7．41） 　31i28．70）　32i29．63）　12i11．11）　25i23．15） 　108i100．00）
i （　）％
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置の種類は，やはり全部鋳造冠であった．
　また，部位別装着数との関係は，表18に示す
ごとくで，両顎とも，小，大臼歯部では全部鋳
造冠が最も多く，前歯部は上顎では一部被覆冠
が11個（10．19％）で最も多く，以下，陶材溶着
鋳造冠6個（5．56％），硬質レジン前装冠，既製
陶歯前装冠が，共に3個（2．78％），継続歯2個
（1．85％）と続いていた．下顎前歯部では一部
被覆冠が2個（1．90％）みられたのみであった．
　このように，支台歯の種類を部位別，年代別，
性別に装着数を数えると，いずれも総数では全
部鋳造冠が最多数であったが，これは小森ら12｝，
入野ら3｝，河原ら7｝の報告と同じであった．ただ
部位別にみると，上顎前歯部では，小森ら12｝や入
野ら3）の報告では前装冠が最も多かったとして
いるのに対し，本調査では，一部被覆冠が前装
冠の約2倍みられたのは，先に述べたように装
着総数に差があるので一様には結論づけられな
いが，医員や学生に対する教室の指導方針の差
によることも一因として考えてもよいであろ
う．
表171架工義歯支台装置の種類および性別装着数
既製陶歯前装
冠
陶材溶着鋳造
冠
ジャケット冠
　レジン
　ジャケット冠
　ポーセレン
　ジャケット冠
　49　　　　25　　　　　74
（45．37）　　　（23．15）　　　　（68．52）
　　　　　12　　　　　15
　　　　（11．11）　　　　（13．89）
（0．93）
　14
（12．96）
　67　　　　41
（62．04）　　　（37．96）
（1．85）
　17
（15．74）
（）％
表18：架工義歯支台装置の種類別および部位別装着数
　既製陶歯
　　前装冠
　レジン前
　　　装冠
　陶材溶着
　　鋳造冠
ジャケット
冠
　レ　ジ　ン
　ジャケッ
　　　ト冠
　ポーセレ
　ソ　ジ　ヤ
　ケット冠
一3L3一幽
　12
（11．12）
　16　　　　16
（13．89）　　　（13．89）
一8，L＆　－5　F5’－s4T45’
　32
（27．78）
　15
（13．89）
（1．85）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．85）
　11　　　　　　　　　　　　　　11
（10．19）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10．19）
　25　　　　　18　　　　　　　17　　　　　　　60
（23．15）　（15．74）　　　（14．81）　　　（53．70）
　19　　　　23
（18．51）　　（22．22）
一9F9一
　15
（13．89）
　　　　　　　　　　　　　（L85）
　　　　　　　　　　　　　　17
　　　　　　　　　　　　　（15．75）
　23　　　　　　　23　　　　　　　48　　　　　108
（22．22）　　　（22．22）　　　（46．30）（100．00）
　　　　　　　　　　　　　　（）％
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6．支台築造数
　架工義歯支台歯に築造された総数は表19およ
び表20に示すごとく計45個で，そのうちキャス
トコアーは32個（71．11％）を数え，残り13個
（28．89％）はすべてセメントコアーであった．
築造部位との関係（表19）をみると，キャスト
コアー，セメントコアーともに臼歯部に多くみ
られ，前歯部は，わずかにキャストコアーが5
個（11．11％）築造されているのみであった．
　また，支台装置の種類との関係（表20）をみ
ると，キャストコアー，セメントコアーともに
全部鋳造冠に最も多く利用され，両者合わせる
と39個を数え，全体の86．67％を占めた．
　入野ら3）の報告によると架工義歯支台装置に
用いられた築造体の89％は白金加金，14K金合
金，金銀パラシウム合金，銀合金の金属コアー
で占め，残りのうちの9．5％がセメントコアーで
81
　あったとしており，本調査成績と傾向を一にす
　るもので，支台築造の基本的種類がキャストコ
　アーであるものと解してもよいであろう．
G．架工歯について
　総数48装置の架工義歯に用いられた架工歯総数
は表21に示すごとく計62個で，そのうち20才代未
満の4個（6．45％）を除く58個（94．55％）は，20
才代から50才代までの年代にみられた．また，部
位別装着数との関係をみると，上顎では歯群別に
大差なかったのに対し，下顎では前歯部0個，小
臼歯部7個，大臼歯部21個と歯群別に大きな差が
みられた．これは昭和50年の歯科疾患実態調査14）
の性，年令，階級，歯群別にみた喪失歯数，菊地8）
による歯種と喪失率の調査や入野ら3｝による架工
義歯の欠損部位と頻度の調査で，下顎第一大臼歯
の喪失率が高く，下顎前歯部の頻度が低いことか
ら容易に理解できる成績である．
表19架工義歯支台歯支台築造体の種類別および部位別築造数
部位 旦 幽 8－66－8旦 齋 縮 8－66－8可 鵠種類
キ ヤス　ト 5 4 6 15 8 9 17 32
コアー （11．11）（8．89） （13．33） （33．33） （17．78） （20．00） （37．78）（71．11）
アマルガム
コアー
レ ジ　ン
コアー
セ メ　ン　ト 4 4 4 5 9 13
コアー （8．89） （8．89） （8．89） （11．11） （20．00） （28．89）
計 　　5i11．11）
　　8
i17．78）
　　6
i13．33）
　　19
i42．22）
　　12
i26．67）
　　14
i31．11）
　　26
i57．78）
　　45
i100．00）
（）％
表20：架工義歯支台築造体の種類別および架工義歯支台装置の種類別築造数
支台装置の 全 前 ジ 継 一　　　　　種類
x台
z造体の
部箋旭
装 既製前
ｩ装
㌔ン装 陶材鋳溶造
膓ζ ちンζ　ト ㌔セζレト
続
部被覆
計
種類 冠 冠 歯冠 冠 着冠 冠 冠 ン冠 歯 冠
キャストコアー
27 3 1 2 2 32
（6．00） （6．67） （2．22） （4．44） （4．44）（71．11）
アマルガムコアー
レジンコアー
セメントコアー
12 1 1 13
（26．67）（2．22） （2．22） （28．89）
計 　39i86．67）
　4
i8．89）
　2
i4．44）
　2
i4．44）
　2
i4．44）
　45
i100．00）
（）％
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表21架工歯の年代別および部位別装着数
部位 旦 幽 8－66－8旦 齋 誠 8－66－8肝 鵠年代
20才未満
　　1
i1．61）
　　1
i1．61）
　　2
i3．23）
　　2
i3．23）
　　2
i3．23）
　　4
i6．45）
20才代
　　4
i6．45）
　　5
i8．06）
　　1
i1．61）
　　10
i16．13）
　　2
i3．23）
　　　7
i11．29）
　　9
i14．52）
　　19
i30．65）
30才代
　　5
i8．06）
　　3
i4．84）
　　4
i6．45）
　　12
i19．35）
　　2
i3．23）
　　3
i4．84）
　　5
i8．06）
　　17
i27．42）
40才代
　　1
i1．61）
　　2
i3．23）
　　1
i1．61）
　　4
i6．45）
　　3
i4．84）
　　3
i4。84）
　　7
i11．29）
50才代
　　3
i4．84）
　　3
i4。84）
　　6
i9．68）
　　3
i4．84）
　　6
i9．68）
　　9
i14．52）
　　15
i24．19）
60才代
70才代
80才以上
計
　　10
i16．13）
　　14
i22．58）
　　10
i16．13）
　　34
i54．84）
　　7
i11．29）
　　21
i33．87）
　　28
i45．16）
　　62
i100．00）
（）％
結 論
　昭和49年1月から同年12月までの1か年間に，
松本歯科大学病院補綴診療科で製作，装着した単
独冠および架工義歯について調査を行なった結
果，以下の成績を得た．
　1．患者総数は116名で男は女より約10％多く，
20才代から50才代までを合計すると全体の約9割
を占めた．また総数の6割が塩尻市内在住者で
あった．
　2．装着した単独冠総数は233個，架工義歯は48
装置であった．
　3．単独冠の装着数は上顎が下顎よりも多く，
歯群別には上顎前歯部が最も多かった．また，架
工義歯支台装置の装着数は，顎別にはほぼ同じで，
歯群別には下顎前歯部のみが計108個中，2個と著
しく少数であった．また架工歯の装着数は，下顎
大臼歯部が全体のほぼ1／3を占め最も多かった．
　4．支台装置の種類別装着数は，単独冠，架工
義歯とも全部鋳造冠がそれぞれ約50％，約70％を
占めた．
　5．支台歯の生，失活歯別装着数は，単独冠で
は失活歯の約1／3が生活歯であったが，架工義歯で
は生活歯が約13％多かった．
　6．支台築造体の種類別築造数は単独冠では，
キャストコアーが最も多く，84％強を占め，架工
義歯支台歯でも71％強を占めた．
　7．架工義歯のユニット数別装着数は，3ユニッ
トが最も多く，約65％を占めた．
　8．架工義歯の架工歯数別装着数は，架工歯1
個のものが34装置，7割強を占めた．
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